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島根原子力発電所品質保証活動の実施状況（平成19年度）

1． 保安管理体制（品質保証活動の体制）＊

社長

管理責任者
（考査部門長）

考査部門長

グループ経営推進部門長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　（電源事業本部）　　　　電源事業本部部長　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原子力品質保証）　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電源事業本部部長（原子力）　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原子力発電保安委員会　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電源事業本部部長（燃料）　　　i
　管理責任者　　　　電源事業本部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
（電源事業本部長）　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　電源事業本部部長（電源土木）　1
　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　「一一一一一…一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　電源事業本部部長（原子力建築）！
　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
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　　！I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　I
　　！：　　　　　　　　原子炉主任　　　　　品質保証センター所長　　　：1

　　ii　　技術者　　　　　　ii
　　！：　　　　　　　　　　　　　　　　一総務課長　　　　　　　　　，！
　　！し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：！
　　！：※1一発電所長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・！
　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　ii　I　　　　安全管理課長　目
　　！I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　I
　　！：　原子力発電保安　　　　　　　　　　技術課長　　　　　　　　：i

　　ii　運営委員会　　　　　　　　　　　　　　ii
　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　発電課長一　当直長　　：1
　　！：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1！
　　！：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：！
　　！1　　　　　　　　　　　　　　　　　　保修管理課長　　　　　　：！
　　！：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1！
　　！’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：！
　　i　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　電気保修課長　　　　　　l　l

　　！：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：1
　　！I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　I
　　！：　　　　　　　　　　　　　　　　　　機械保修課長　　　　　　：1
　　！1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：I
　　Ll＝＝1一＝r＝丁一＝一二一二二一二一＝二＝二一τ一＝一二二一二一二二一二一二一τ＝τ一ご．1

＊平成20年3月末現在の体制を示す。
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2．原子力品質方針（平成19年4月2日）
　　（1〉必要な資源を確保し，自らの役割と責任を自覚して，原子力の安全を最優先に晶質保証
　　　　　活動を積極的に推進する。
　　（2）常に問いただす姿勢を持って，品質マネジメントシステムの継続的改善を実施する。
　　（3）コミュニケーションの充実と情報の共有を図って，風通しの良い，明るい職場を創る。
　　（4）現場，現物，現実を重視する3現主義を実践して，実効ある業務運営および個人・組織
　　　　　の能力向上を目指す。

3．品質保証活動の実施状況
　　原子力品質方針展開結果

点窯　砲項目 日　　　示 具体的方策 結　　果

（1）島根1，2号機の ○運転中計画外 1、異常兆候の早期発見 ○年度末計画外停止率　0％
安全・安定運転の 停止率：眺 ・当直による巡視の実施

達成 ・設備主管課による巡視

の実施
・プラントテ㌧タ評価シス私に

よる評価
・ブラント性能連絡会の実

施

2．運転操作の確実な実施

○原子力安全達 ・　「H19各課保安管理業 ○保安業務の実施率：計画どお
成に向けた保 務実施計画」および り実施済み

安業務の実施 「H19日常管理主要項 年度末設備利用率実績

率：10眺 目」，「H19各課業務実 1号機：69．眺

〔驚！ll〕 施計画」における保安
ﾆ務に係るもの

　　　（第2了同定検，38日間延長）

Q号機：T9．1％

@　　（第14同定検，IO日間延長）

0定期検査の確 1．定期検査の確実な実施 O計画どおり実施済み
実な実施率：10眺 ［2号機第14回ユ ［2号機第14回］

・定期検査の確実な実施 ・再検査数ゼロ

・定期事業者検査の確実な ・実施率10銚（215／215）

実施
・計画された確実な予防保 ・実施率100％

全の実施
［1号機第27回］ ［1号機第27回］
・系統別工程表の策定 ・策定完了

・定期検査の確実な実施 ・再検査数ゼロ（3月末現在）

・定期事業者検査の確実な ・実施中（159件／233件）

実施
・計画された確実な予防保 ・実施中

全の実施

2．新検査制度対応
・保守管理体系の再構築 ・1・2号機とも新検査導入に
・設備の現行指針への対応 向け再構築完了
検討 ・平成20年6月シミュレーシ

ヨンに向け対応完了
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点’”也項目

（Dつづき

日　　示

○確実な不適合
　管理・足止・予

　防処置の実施
　率：100％

具体的方策

1不適合管理検討会と是
正処置ワーキングの開
催

結　　果

○計画どおり実施済み
・不適合管理検討会開催121回
　　（処理件数：34件）

・是正処置検討WG開催：5回
　　（是止処置検討2件，是正
　　処置実施状況確認4回〉

◆不適合処置
〈平成18年度分〉
　不適合処置完了件数／不適
　合報告書作成件数：151件／
　151件
〈平成19年度分〉

　不適合処置完f件数／不適
　合報告書作成件数コ33件／
　147件
　　　　　　（別紙一1参照）

◆是正処置
〈平成18年度分＞
　是正処置完了件数／是正処
　置報告書作成件数：78件／96
　件
〈平月蛇19年度ラ｝＞

　是正処置完了件数／是正処
　置報告書作成件数：48件／92
　件
　　　　　　（別紙一1参照）

　＜改善項目の”・例＞

①件名11号機C一原子炉格納
　　　　容器冷却機の不調に
　　　　ついて
（状況）平成19年4月27日，
　　原子炉格納容器冷却機の
　　定期補機切替のため，C一
　　原子炉格納容器冷却機を
　　起動したところ，電動機の
　　電流値が通常運転時の約
　　半分であったことから，当
　　該冷却機不調の原因究明
　　を行うこととし，定期補機
　　切替えを中止した。調査の
　　結果，当該冷却機の逆止ダ

　　ンパ※の一時的な固着等
　　により発生した事象と推
　　定した。

（処置）当該冷却機について
　　は，その後の試験運転で正
　　常に動作することを確認
　　できたが，次回定期検査ま
　　で予備機とし，健全性確認
　　のため定期的（1回／1ヶ
　　月）に運転を行うこととし
　　た。

　　※：逆止ダンパ：他号機か
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占
m 也項目

（1）つづき

標指 具体的方策

4

結　　果

らの逆流を防IEするた
めの機器。

②件名12号機非常用炉心冷却
　　　　系のポンプ運転性能
　　　　計算に用いる数値の
　　　　見直しについて
（状況）定期事業者検査にあた

　　り，非常用炉心冷却系ポン
　　プ6台の運転性能計算に用
　　いる数値の根拠を明確に
　　するため，あらためて確認
　　を行ったところ，ポンプの
　　全揚程（水を汲み上げる
　　力）を計算するために用い
　　るポンプ入口圧力計と出
　　口圧力計の取り付け位置
　　の高低差に誤りがあるこ
　　とが判明した．

　　過去の定期事業者検査
　などの結果について，正し
　い数値で再計算した結果
　と比較し，全て判定基準を
　満足していることを確認
　した。

（処置）運転性能計算に用いる

　数値の根拠が記載されて
　いる試験記録様式の圧力
　計測点高低差の修正を行
　つた．

③件名：燃料取替装置燃料つか

　　　　み部における変形に
　　　　ついて
（状況）平成19年11月17日，

　　1号機第27回定期検査に
　　先立った燃料取替装置の
　　点検を実施するために燃
　　料取替装置を移動したと
　　ころ，燃料つかみ部が燃料
　　プールの手摺りに接触し
　　変形した。

（処置）燃料取替装置の点検を

　　行う場合，以下の対策を実
　　施した。

　（1）工事要領書に次のことを

　記載し実施する。
　a．安全上の留意事項につい
　　て，作業前ミーティング
　　で確実に確認すること
　b．燃料取替装置の運転開始
　　または再開前に手摺りの
　　取外し，取付けを含む周
　　囲状況を確認する手順を
　　追加すること



，，、、　施項目

（1）つづき

日　標 具体的方策

2，他ブラント情報の的確な

水平展開（6回以上／年）
（予防処置の確実な実施）

結　　果

。、専任の監視人を配置しr
　　渉物の確認を行うこと

（2）安全のための要求事項に

ついて再教育を実施した。

（3）燃料プールゲート手前で
　燃料取替装置が，　一旦，自

　動停止するようプログラ
　ムを変更し，手摺り等のト

　渉物の有無について確認
　する。

④件名：作業従事者の負傷にっ

　　　　いて
（状況）平成19年12月18日，

　　1号機第27回定期検査を
　　実施中，原子炉浄化系配管
　　の修理f乍業に伴う切断位
　　置確認のため準備してい
　　た，薬品（硝酸10cc＋エ
　　タノール10ccの混合液）
　　の入ったペットボトルが
　　破裂し，薬品の飛散により

　　作業員5名が飛沫を浴び
　　た。

（処置）発注者として協力会社

　　に対し以下を行うことに
　　より，作業管理および安全

　　管理を充実させることに
　　しました。
　（1）作業要領書へ薬品の取扱

　　いについて記載した。
　（2）作業内容の追加・変更時

　　の手順を明確化した。

＜①作業要領書の変更
　②安全対策計画書の変更＞

○計画どおり実施済み

保安運営委員会審議：6回
（4／20，5／15，6／20，11／15，1／9，

　3／13）

◆予防処置
　処置完了報告4件
　く改善項目〉

①件名：美浜3号格納容器内
　での水漏れについて
　予防処置：「工事施工管理手
　　順書1および「工事管理仕
　　様書」に「仮設備（浄化装
　　置，水中ポンプ等）を設置
　　した場合には，運転状態が

　　容易に識別できるよう表
　　示を取り付ける。」を追記
　　した。
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点　　施項目

（1）つづき

（2）効果的なマネジメント

　レビューの実施

日　　示

○適切なデータの

　分析項目数：7
　項目

具　り方策

1、発電所レビューにおける

　データ分析・評価
　　　　　　（2回／年）

結　　果

②件名：志賀2号原子炉隔離
　時冷却系の蒸気供給隔離弁
　点検のための原子炉停止に
　ついて
　予防処置：

　・1号機26同定検時に対象電
　　磁接触器のばね位置を詳
　　細に目視で点検した。

　・作業要領書に「清掃後にば
　　ね位置を確認する」旨を追
　　記した。

③件名：福島第二4号相分離
　母線油洩れについて
　予防処置：1号機26同定検時
　　に1号機起動変圧器の当該
　　ハ仙一コルク製パッキンをニトリルゴム

　　製に取替えた。

④件名1美浜3号機格納容器
　排気ダクト等の損傷につい
　て
　予防処置：送排風機出口ダク

　　ト溶接部の外観目視点検
　　を実施し，異常のないこと
　　を確認した。

【発電所晶質マネジメント文
書改正斗犬1兄】

◆監査等指摘による改正：25
回

◆自主的な改善活動による
　改正183回

○計画どおり実施済み
・H19、5、18第84回島根原子力

　発電所品質保証運営委員会
　開催。

　　トッフ。マネシ‘メントレヒ幽ユー

　　（H19、6、8）へのインプット情

　　報7項目に対する発電所実
　　施状況について審議。
・H19．12，12第89回島根原子力

　発電所品質保証運営委員会
　開催。

　　監査の結果，プロセスの実

　　施状況および是正処置お
　　よび予防処置に対する発
　　電所実施状況について審
　　議。

・H20．2．15QMS推進者会議開
　　催
　　トップマネジメントレビュー
　　（H20．2．19）へのイ刀。ット情

　　報7項目に確認。
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1「項施実点
ノ

（2）つづき

（3）品質マネジメントシステム

　の高度化の推進

（4）現場重視の実効
　ある業務運営の実
施

（5）業務に対する力
　量の明確化と適切
　な教育・訓練の実施

指　標

○高度化作業の
　完了：

　H19年12月→
　H20年1月

H19，10，15第

11回QMS検
討委員会審議
（QMS高度化
活動に係る保
安規定変更認
可申請の時期
変更）を受け，

完了時期を変
更

○実施率110銚

○資格認定制度
（新力量）導入に

向けた仕組みの
構築率：10眺

具体的方策

2．QMS高度化からの改善
　　策の適切な取込み

Il19年t2月→H20年1月

H19．10．15第11回QM
検討委員会審議（QMS
高度化活動に係る保安
規定変更認可申請の時
期変更）を受け，完了時
期を変更

第2ワーキングの確実な
実施

現場実態に即したルールの
レビュー（第2ワーキンゲを主体

として）

計画に基づく確実な仕組
みの構築

結　　果

（発電所レビューにおけるデータ

分析・評価＝実施回数3回（う

ち，1回はrQMS推進者会
議」により確認）

0計画どおり実施済み
・「マネジメントレビュー基本
　要領」および「データ分析・

　評価活動基本要領」を
　H20．2．1に施行した。

OH20．2，1「保安管理業務関
　係」要領施行
◆「保安管理業務関係」要領の
　作成
　・H19．4．5第2WG「保安管理
　　業務実施要領」作成作業会
　　キッ舛フ

　・作業会開催l　l8回
　・「保安管理業務実施要領」
　　作成計画書制定（H19、4、9）

　・H！9．6．2111一ダー会議開催

　・H19、6．22～8、20：ゲll一プ毎

　　に実施
　・H！9．8．10～各1」一ダーによる

　　文書の確認作業を実施
　・H19．8．20作成完了
　・H19．8、21～H20．1．24試行検

　　証
　・H20．1，25～H20．1．28原子力

　　発電保安運営委員会審議
　・H20．2．1「保安管理業務関

　　係」要領施行

○実施率：mO％
◆「保安管理業務関係」要領
　レビュー

　・H19．11，17～H20．1．24妥当

　　性確認実施

○計画どおり実施済み
・力量検討WG（発電所）を11回

　開催第1回：8123，第2回：
　916（3回以降は，業務に応じ
　たグループに区分し開催）

・QMS高度化に伴い教育訓練
　手順書を制定（2／1）し，事
　務系社員の力量を明確
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点窒　也項目 一　　　日　　　示 具体的方策 結　　果

（5）つづき

・H20年度運用開始に向け，
S当の業務を反映した，力
ﾊ認定用の教育・訓練およ
ﾑ技能項目案を検討中

4．内部監査の実施
　　　原子力部門から独立した社内監査組織である，本社r考査部門原子力監査担当」による監査
　　の実施。

【平成19年度監査テーマ】
基本監査 品質マネジメントシステム（QM　S）の運営状況

重点監査 QMS高度化に向けた取組み状況
根本原因分析等のガイドライン整備への対応

容内査監

原子力安全管理監査年度
実施計画（経営会議決定）

に従い内部監査を実施。

＊上記「H19年度監査テーマ」

参照

監査結果および処置状況

◆不適合事項：5件
①協力会社事務所等の火元責任者を把握していなかった。
　（「火災防止要領」において，「協力会社事務所等の火元責任者につい
　て適正に選任されていることを把握する」と規定していた。）

〔処置〕r火災防止要領」の当該記述をr当社の管理する建物の火元責任
　　者について定期的（1回／年）に確認する。」に見直した。（是正処
　　置完了H19，12，18）

②予防処置報告書の処置内容等の承認及び処置することの承認を得てい
　たが，処置が未実施であった。
〔処置〕H20、2．1運用開始した新QMSでは，予防処置検討会において定
　期的に実施状況を確認・フォローする仕組みとしたため，是正処置は
　不要とした．

③r保守管理要領」に基づき作成する保安管理業務実施計画について，
　実施計画に目標設定がされていないものがあった。
〔処置〕H20．2．1運用開始した新QMSでは，r保安管理業務実施計画」
　を「年度業務実施計画書」に折込み作成するルールとした。r年度業務
　実施計画書」の様式には目標設定があり，記載忘れを起こすことはな
　いため，是正処置は不要とした。
④救急対策訓練の実施報告書の様式が「教育訓練手順書」の旧様式によ
　り作成されていた。

〔処置〕担当内に「教育訓練手順書」の周知・徹底を図る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（是正処置完了H20，2．6）
⑤「化学管理要領」の記録および保管について，「記録項目」，「保管期間」

　　等を定めているが，品質記録として明確でない。
〔処置〕「化学管理要領」を改正するとともに，担当内周知および担当内
　　勉強会を実施した。（是正処置完了H20．1．30）

◆改善要望事項：4件
①r原子力品質保証運営委員会運営要領」の委員会成立要件の記載内容
　が不十分
〔処置〕「原子力品質保証運営委員会運営要領」の改正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（処置完了Hig．9、21）
②予防処置報告書の処置計画について，処置内容は記載していたがその
　後の上覧が行われておらず処置が不十分
〔処置〕処置検討中

③r救急対策要領」に基づく教育訓練内容が課間で整合不十分
〔処置〕新QMS文書r異常事象発生時の対応要領」に教育訓練内容の
　整合を図り記載した。（処置完了H20．2．1）

④エネルギア原子力情報コーナーに要領の旧版が設置されており不適切
〔処置〕処置検討中
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監査内容

つづき

監且結果および几置状況

◆改善要望事項：4件
①r原子力品質保証運営委員会運営要領」の委員会成立要件の記載内容
　が不十分
〔処置〕「原子力品質保証運営委員会運営要領」の改止
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（処置完fII19，9，21）

②予防処置報告書の処置計画について，処置内容は記載していたがその
　後の上覧が行われておらず処置が不十分
〔処置〕処置検討中

③「救急対策要領」に基づく教育訓練内容が課間で整合不十分
〔処置〕新QMS文書r異常事象発生時の対応要領」に教育訓練内容の
　整合を図り記載した。（処置完了H20．2．1）

④エネルギ．ア原子力情報コーナーに要領の旧版が設置されており不適切
〔処置〕処置検討中

◆良好事例：24件
①緊急時の措置に関連する要領類の体系再構築

②QMS高度化への一丸となった取組み
③課題，改善策の体系的な整理
④教育計画改善の取組み
⑤品質目標達成のための活動計画の周知
⑥是正処置の実施における原因分析手順書の作成および活用
⑦是正処置検討WGメンバーの再編成
⑧転入者への定期事業者検査に関する教育の実施
⑨転入者の教育に配慮した座席の配置
⑩協力会社との良好なコミュニケーション
⑪ヒヤリハット事例の原因分析による作業安全の確保
⑫新潟県中越沖地震対応アクションプランの綿密なスケジュール管理
⑬警備業務に関する教育資料の作成および教育の実施
⑭調達に関するデータの良好な分析と活用
⑮プラントの異常兆候データの共有化
⑯BWR運転訓練センターにおける他電力との交流訓練実施による運転員
　の力量向上
⑰2交替制への移行に対するデータ分析による運転管理の改善
⑱クリアランス制度に関する先を見越した廃棄物管理の実施
⑲定期事業者検査業務に係る改善
⑳定例文書等の確実な提出・提供に関する改善
⑳お客さまとの効果的なコミュニケーションの取組み
⑳島根原子力館における効果的なパネル展示
⑳固体廃棄物貯蔵所ドラム缶の耐震性に関する検討を踏まえた確実な改
　善策の実施
⑳共通資材用の保管物置設置による火災防護の徹底

5　品質保証に関する教育・訓練
　　品質保証に関する教育・訓練は，r原子炉施設保安規定」に基づいて行う保安教育と，発電所
運営に必要な知識技能の修得および維持向上を目的に実施しているものがあり，主な実施状況は
次のとおり。

教育・訓練内容 実　績
（1）「原子炉施設保安規定ユに基づいて行う

@保安教育

・運転員を対象とした教育・運転員以外を対象とした教育

別紙一2参照

（2）知識技能の修得および維持向上を目的
@とした教育・訓練（技術教育）

・品質保証関係・保守管理関係　他

別紙一3参照
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6．協力会社と連携した品質保証活動の推進

（D品質保証連絡会 　定期検査期間中の品質保証活動に関する事項について，協力会
ﾐと検討・連絡・調整を行うことにより，情報を共有し発電所の
ﾀ全，安定運転の確保を図ることを目的として実施。

@平成19年度の本連絡会の開催回数は，2号機第14回定検開
nに伴い，平成19年5月から平成19年7月の間に4回，また，
P号機第27同定検開始に伴い，平成19年12月から平成20
N3月の間に6回の計10回実施。

（2）現場パトロール 　品質保証連絡会メンバーにより，品質保証重点パトロール（作
ﾆエリアの識別状態，異物混入防止状況等の確認）を実施。

i平成19年6月～平成19年7月12回実施
@対象：2号機全域）
@本現場パトロールは，作業安全管理部会等で1回／週以と実施
ｵていること，および晶質保証連絡会の情報交換の内容を充実＊

ｳせることとし，1号機第27同定検から取り止めた。
膜ｻ場パトロールと品質保証連絡会での情報交換をセットで開
@催していた。

（3）安全協議会での情報共有 　当社と協力会社の責任者クラスで組織する安全協議会（毎月開
ﾃ）において，適宜トラブル等に関する説明（12件）を実施。

（4）協力会社への監査 ［監査実施件数］2件（9月実施）
m監査結果］・不適合事項　：なし・改善要望事項：1件

@〔内容〕計量器管理において，識別表示に記載の年の表記が，

@　　　年号表記と西暦表記が混在している
@〔処置〕西暦表示に統”…（処置完了H19，U，15）

7．その他の品質保証活動

　2号機第14回定期検査お
よび1号機第27回定期検査
における品質管理活動の展開
としての諸活動

五
口
五
口

二
＝
ロ
　
一
三
口

標
標

・
　
　
　
　
，

ポスター（品質管理意識高揚）の募集。

ポスター，垂れ幕の掲示。
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別紙一1

不適合管理とその是正処置の状況

H18年度に不適合報告書を作成した件数＝151件

平成19年3月31日現在
発生原因＼種類 検査等に関する不適合 左記以外の不適合 合計
人的（※） 24 33 57

設備 22 53 75

環境 1 11
．12

その他 6 1 7

合計 53 98 151

（※）発生原因の人的としては，要領・手順書等の認識不足，誤記（記入漏れ・誤字・脱字等）等

　　の人的ミスをいいます。

不適合処置率 是正処置率

平成19年3月31日現在
　　　　約75％
i完了件数113／発生件数151）

　　　約45％
i完了件数42／
･正処置“要”件数9ブ）

平成20年3月31日現在
　　　　　100％
i完了件数151／発生件数15可）

　　　約80％
i完了件数78／
･正処置“要”件数96＊）

＊是正処置を詳細に検討した結果，1件は是正処置“不要”と評価した。

よって，H19年度上期報告した件数97件が96件となった。

【補足説明】

平成18年度の不適合報告書で管理している不適合発生件数は151件であり，平成20年3
月31日現在で151件，全て不適合処置は完了している。

　上記，不適合発生件数151件のうち，是正（再発防止）処置が必要な事象は96件であり，

平成20年3月31日現在で是正処置が完了した件数は78件である。

H19年度に不適合報告書を作成した件数：148件

平成20年3月31日現在
発生原因＼種類 検査等に関する不適合 左記以外の不適合 合計
人的（※） 25 25 50

設備 21 67 88

環境 4 5 9

その他 0 1 1

合計 50 98 148

（※）発生原因の人的としては，要領・手順書等の認識不足，誤記（記入漏れ・誤字・脱字等）等

　　の人的ミスをいいます。

O不適合処置率二
〇是正処置率　二

約90％（完了件数133／発生件数148）
約52％（完了件数48／是正処置“要”件数92）

【補足説明】

平成19年度の不適合報告書で管理している不適合発生件数は148件であり，この内平成2

0年3月31日現在で不適合処置が完了した件数は133件である。

　上記，不適合発生件数148件のうち，是正（再発防止）処置が必要な事象は92件であり，

平成20年3月31日日現在で是正処置が完了した件数は48件である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　11



平成19年度　島根原子力発電所の教育訓練実績（保安教育） その1

　　　　　別紙一2（1／2）

運転員対象
｛単位；人）

保　安 教　育　の　内 容（保安規定） 実施時期 教育訓

大分類 中分類 小分類　〔項目） 内　容
練者数

総則、品質保証．体制および評価．保安教育．記録および報告に
関係法令および保安規定に関すること 原子炉施設保安煙定 関する規則の概要、 3年間で対象者全員が受講

79
保安に関する各組織および各鞍務の具体的役割と確認すべき記録

※2

原チ炉物理・臨界管理 3年間で対象者斜一1が受講
0

※2
運転管理【

運転管理E 3年間で対象者全員が受講
165

運転管理皿 ※i※2
運転管理 巡視点鹸・定期的検査1

巡視点検・定期的検査H 3年間で対象省全員が受講
78

※2

異常時対応　（現場機器対応）

異常時対応（中央制御室内対応1 6回／年
733

異常時対応（指揮，状況判断｝ ※工※2

シミュレータ訓練1

原子炉施設の運転に関すること （直員連携研修） i回／年
81

シミュレータ訓練皿

その他 （再研修） 1回／年
28

反復教育 運転訓練

｛運転設備管理靴直コ シミュレータ訓穂並

〔当直管理者研修〕 3年間で対象者全員プ受講
18

シミュレータ訓練皿

（BTC上級） 3年間で対象者全員が受講
5

保守管理計画に関すること1

保守管理 保守管理計画に関することn 3年間マ対象者全員が受講
75

※2

・管理区域への出入管理等，区域管理に関する二と

・線量限度等．被ばく管理に関すること 3年間で対象音全員が受講
80

・外部放射線に係る線量当量幸等の測定に関すること ※2

放射線管理に関すること 放射線管理 管理区域外への移動等物品移動の管理に関すること

協力会社等の放射線防護に関すること

放射線測定器の取振い 3阜＝問で対象者全員が受諾
0

※2

放射性廃棄物管理 放射性固体・液体・気体廃棄物の管理に関すること 3年間で対隷者全員下受講
81

核燃料物質および核燃料物質によって ※2

汚染された物の取扱いに関す一ること 燃料の臨界管理に関する二と

燃料管理 燃料の検査，取替，運搬および貯蔵に関すること 3年間で対象者全員う｛受講 了8

※2

非常の場台に講ずべき処置に関すること 緊急事態応急対策等．原子力防災対策活動に関すること 3年間マ対象者全員う｛受講
o

｛アクシデントマネジメント対応を含む） ※2
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平成19年度 島根原子力発電所の教育訓練実績（保安教育）　その2

　　　　　　　　別紙一2（2／2）

運転員以外対象
（単位二人

保　安　教　育　の　内　容（保安規定） 実施時期
教育訓

大分類 中分類　　　　　　　　　　小分類　　（項ED 内　容
練者数

関係法令および保安規定に関すること　　　　　原子炉等規制法 原子炉等規制法に関連する法令の概要

入所時に実施

ｷる教育

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設’要，主要系統
ｴ子炉施設の構造，性能に関すること　　　　の機能

原子炉のしくみ
ｴア炉容器等主要機器の構造に幽すること
ｴ子炉冷却系統等主要系統の機能・性能に関すること

　　　人所持
i原一ヂ力発電所新規配属

@　　時）

83

非常の場合に講ずべき処置に関する二と 非常の場合に講ずべき処置の概要

関係法令および保安規定に関する工と 法令．労働安全衛生規則および電蔭放射線陳書防止規則の関係条項

原子炉施設の構造，性能に関すること
原子炉，放射性廃棄物の廃棄設備およびその他の設備の構造に関す
體�ﾆ

放射橡業務

]事者教育

放射線管理に関すること

　原子炉，放射性廃棄物の廃棄設備およびその他の設備の取扱いの

菇@
E管理区域への立入りおよび退去の手順

E外部放射線による線量当量率および空気中の放射性物質の濃度の
ﾄ視の方法

E電離放射線が生体の細胞，組織．器官および全身に与える影響

管理区域内において核燃
ｿ物質もしくは使用済燃
ｿまたはこれらによって
��ｳれた物を取扱う業
ｱに就かせる時

59

核燃料物質および核燃料物質によって汚染された物の取扱いに関

ｷること
核燃料物質もし（は使用済燃料またはこれらによって汚染された物
ﾌ種類および性状ならびに運搬，貯蔵．廃棄の作業の方法・順序

非常の場合に講ずべき処置に関すること 異常な事態が発生した場合における応急措置の方法

関係法令および保安規定に関する工と 原デ炉施設保安規定
総則，品質保証，体制および評価．保安教育．記録および報告に関
ｷること

3年間一こ対象者全員が受構
294

原ヂ炉施設の運転に関する二と

運転管理

・臨界管理に関すること

E運輯一しの留意事項に関する二と．通則に関すること

E運伝上の制限に関すること

ﾙ常時の措置に関すること

3年間で対象者全員が受講 79

保守管理 保守管理計画に関すること 3年間で対象者全員が受講
85

その他

ｽ復軟膏

i運転設備

ﾇ理教育） 一放射線管理に聞すること 放射糠管アIl

・管理区域への出入り管理等，区域管理に関すること

E線量限度等，被ばく管理に関する二と

O部放射糠に係る線量当量率等の劃定に関すること

E管理図域外への移動等物品移動の管理に関すること

ｦ力会社等の放射線防護に関すること

3年間で対象者全員が受講
82

放射線測定器の取扱い 3年間マ対象者全員が受講
9

核燃料物質および核燃料

ｨ質によって汚染された

ｨの取扱いに関すること

放射性廃棄物管理 放射性固体・液体・気体廃棄物の管理に関すること 3年間で対象者全員が受講
82

燃料管理

・燃料管理における臨界管理

E燃料の検査．取替，運鍛および貯蔵に関すること 3年間マ対象者金員う｛受講
24

非常の鳩舎に講ずべき処置に関すること 防災教育 緊急事態応急対策等，原ヂが防災対策活動に関する二と 3年間で対鞭者全員が受講
175
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噂

平成19年度 島根原子力発電所技術教育訓練実績表 別紙一3

教　　育　　項　　目 対象者
教育訓練者数

@　（人）

品質保証所内監査員のための講習会 技術系管理職 1

品質保証活動に関する教育 全所員
132

品質保証関係講習会 技術系所員
24

品質保証関係
モラル教育 技術系所員

4
1

ヒューマンファクタ教育 技術系所員
19

電気事業法および関係法令，並びに保安規程教育（コンプライアンス教育） 技術系所員 336

電気事業法　保安規程教育 技術系所員 24　※4

電気関係法現実務者講習会会 技術系所員 5　※4

運転基礎研修（1／H） 発電課員
1
3

オペレータ養成研修 発電課員
1
2

BTCシミュレータ　初級1’且研修コース 発電課員
4

運転管理関係
BTCシミュレータ　中級交流ロB／交流且 発電課員

t

BTCシミュレータ　インストラクター研修 該当者 1

BTCシミュレータ　出張チーム評価 発電課員 1　※1
運転管理教育 発電課員

50

設備引継ぎに伴う設備教育 発電課員 了8

品質保証センター技術教育 技術系所員
579

i34）※2

品質保証センター技術教育（グループ研修：計器校正） 機械保修課員 42

作業安全教育 技術系所員 8

溶接事業者検査技術教育 技術系所員 18

保守管理関係
保全のポイントに関する教育 技術系所員

電気に関する施工管理の教育 電気保修課員
9
下
6技術系所員 15　※4

保守管理講習会 技術系所員
19

定期事業者検査教育 定期事業者検査要員 452

定検工事に係る放射線管理教育 放射線作業従事者 376

放射線障害防止に係る教育 R　I取扱者 ］9

放射線管理教育 放射線作業従事者 94

放射線管理関係 緊急被ばく医療教育・訓練 　総務課員

ﾀ全管理課員
25

放射線測定装置取扱訓練 安全管理課員 5

化学分析装置取扱訓練 安全管理課員 8

放射線管理等に関する講習会 　各課員
ﾀ全管理課員

1

燃料取替，燃料に関する教育 発電課員 4

緊急時訓練　　　　　　　一　　　一　　　一　一一　一

全所員 90

情報連絡者通報訓練 特別管理職 τ

安全・燃料関係 AM（アクシデントマネージメント）シミュレータ教育 ※3
6

燃料検査事前教育 技術課員 4

安全解析および炉心性能解析に関する教育 技術課員 7

日本原子力研究所派遣教育 技術系所員 2

合　　　計 2，607

め翫　　　描　　　　　　　　「※ユ1
※2　：

※3：
※4　：

罪鷲／合計、，、ま含めな、、

AM支援組織班長，副班長，技術班員，

今年度新規の教育

発電課日勤班当直主任以上

14


